
【基本方針】

【重点目標】

※【コロナ影響】…新型コロナウイルス感染症の影響を受けることが予想される目標

令和４年度　山形総合支所長マニフェスト
山形総合支所長 上有谷　満

４　山形村短角牛振興と闘牛文化の発展継承及びまめぶ食文化遺産登録

○内容

1　山形町の未来づくり計画「やまがたビジョン」の策定・行動計画に向けた委員会の開催

○内容

２　市民団体が行う地域づくり活動に対する情報及び資金の支援

○内容

５　平庭高原の環境整備と日本一の白樺美林の再生
○内容

３　山形総合支所の移転に向けた取組の推進
○内容

 昨年度立ち上げた策定委員会を開催し、20年後の山形町の

望ましい将来像を目指すため、ビジョンの策定・行動計画を起

こすための委員会を開催します。

• 委員会開催（R4目標５回）【コロナ影響】

地域づくり活動の推進については、山形町の住民が自らの地域のあるべき姿について考え、意欲的、主体的に

取り組む地域づくり活動を支援します。

短角牛の振興については、山形村短角牛のブランド力向上のため、生産者を中心に関係機関一体となり、安心

安全な国産エサ100％で飼育された国内最高峰の赤身肉であることを広く情報発信し、増頭対策及び販売拡大に

取り組みます。また、市指定無形民俗文化財である「東北唯一の闘牛（牛の角突き）」の発展及び継承に努め、後

世に伝承していきます。

観光の振興については、日本一の白樺美林を有する平庭高原の環境整備を行うとともに、白樺の老木・倒木によ

る美林の衰退・消滅の危機を受け、白樺林の維持・再生に積極的に取り組みます。また、平庭高原、内間木洞など

の観光資源を活用したイベントを開催し、誘客と地域の活性化に取り組みます。

郷土料理まめぶについては、地域とともに各種事業を実施し、国の無形民俗文化財への登録に向けた取組を進

めます。

 地元愛の醸成及び山形地域における地域振興を図るため、

主体的に取り組む地域や団体に対して、助成事業の紹介と

活用を促し、地域づくり活動を支援します。

• 地域コミュニティ振興事業（R4目標10件、補助額10,000千円）

【コロナ影響】

• 地域づくりに係る支援事業の紹介及び相談・支援（R4目標３

件）【コロナ影響】

• 山形総合支所移転対策会議の開催（R4目標２回）【コロナ影

響】

• 住民説明会の開催（R4目標８学区各１回以上）【コロナ影響】

• 来庁者の実態調査の実施（R4.5～R5.3 各窓口において実

施）

 山形総合支所の移転について、手法などの検討を行うととも

に、移転への理解を深めてもらうため、行政連絡区長等との

検討会や住民説明会を開催します。

• 山形総合支所のあり方検討会の開催（R4目標２回）【コロナ影

響】

 安全安心な山形村短角牛の生産振興と積極的なPRを行い、

販路開拓と消費拡大に努めるとともに、「生産者と消費者の顔

の見える関係」の構築維持のため消費者等との交流事業を行

います。また、闘牛大会の開催による集客と更なる知名度の

向上、闘牛文化の継承活動に取り組みます。さらに、郷土料

理まめぶの国の無形民俗文化財への登録に向け、各種事業

を実施します。

• べこツアー参加者（R4目標45人）【コロナ影響】

• 短角牛消費拡大イベント開催によるPR（R4目標盛岡200人、

八戸100人、首都圏50人）【コロナ影響】

• 闘牛大会の開催（R4目標 ４場所開催、年間来場者2,400人）

【コロナ影響】

• 山形町郷土食保存継承の会とともに各種事業を展開（R4目標

未来継承講座80人、郷土食フェスタ200人）【コロナ影響】

• 短角牛生産基盤の強化及びエリート牧場の草地更新

 平庭高原環境整備ボランティア「くじ☆ラボ」の活動支援やイ

ベントを開催し、平庭高原の白樺美林整備促進による適正な

環境保全と観光客の誘客に繋がる活動に取り組みます。また、

中長期的な白樺林の再生の取り組みとして、令和３年度から、

現況調査及び技術指針の策定に着手しており、令和５年度に

完成させます。

• くじ☆ラボ延べ参加者（R4目標80人）【コロナ影響】

• 白樺林の下草刈り（R4目標２回）【コロナ影響】

• 白樺の植樹（R4目標300本）【コロナ影響】

• レンゲツツジの植樹（R4目標112本）【コロナ影響】

• 白樺林再生に係る現況調査及び技術指針の策定

• 民間企業との連携を図り、日本一の白樺美林の環境保全へ

の取組


